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平 成１８年度一般会計予算
特　集

平成18年度一般会計予算総額平成18年度一般会計予算総額平成18年度一般会計予算総額

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
90
億
５　

９
８
０
万
円
で
、
前
年
度
比
43
・
７

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
構
成
比
は
、
町
税
が

48
・
９
％
と
一
番
高
く
、
次
い
で
繰

入
金
、
国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
、
地

方
譲
与
税
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
町
税
は
２
・
２
％
増

の
44
億
２　

８
４
３
万
２
千
円
、
繰

入
金
は
260
・
６
％
増
の
34
億
７　

８

４
０
万
７
千
円
、
国
庫
支
出
金
は
28

・
７
％
増
の
１
億
８　

９
３
４
万
９

千
円
に
な
る
な
ど
歳
入
全
体
で
は
27

億
５　

６
６
０
万
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。 町

税
を
は
じ
め
、

歳
入
全
体
で
増
加

歳入

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
歳
出
予
算
総
額
は
１３３
億
８　

６
２
２
万
３

千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
２７
億

７　

０
４
５
万
６
千
円
、
率
に
し
て
２６
・
１
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。
予
算
額
比
較
は
、
前
年
度
骨
格
予

算
と
の
比
較
で
す
。

平成18年度歳出予算 （単位：千円）（表　１）

会 　 計 　 名

一 　 般 　 会 　 計 9,059,800

936,160

124,550

969,900

537,310

1,368,370

390,133

13,386,223

6,303,200

869,400

125,930

917,830

499,730

1,525,000

374,677

10,615,767

2,756,600

66,760

▲1,380

52,070

37,580

▲156,630

15,456

2,770,456

43.7

7.7

▲1.1

5.7

7.5

▲10.3

4.1

26.1

国保特別会計事業勘定

国保特別会計診療勘定

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

水  道  事  業  会  計

合             計

増減額 増減率(％)平成18年度予算額 平成17年度予算額

一般会計

歳　　入

（　）内は前年度比増減率

44億2,843万2千円
（2.2％）

34億7,840万7千円
（260.6％）

1億8,934万9千円（28.7％）

町　税繰入金

国庫支出金

1億8,201万円（▲6.7％）諸収入

1億5,500万円（158.3％）地方譲与税

1億2,998万円（▲9.0％）県支出金
1億1,429万2千円（24.2％）財産収入

1億1,100万円（▲7.5％）

2億7,133万円（8.4％）

地方消費税交付金

その他

その他の内訳

（※1）

（※1）

●分担金及び負担金　6,818万9千円（12.8％）

●地方特例交付金　 　6,100万円（0.0％）

●繰　越　金　5,000万円（0.0％）

●使用料及び手数料　3,813万9千円（9.1％）

●自動車取得税交付金　3,000万円（7.1％）

●利子割交付金　1,470万円（0.2％）

●株式等譲渡所得割交付金　350万円（349,900.0％）

●配当割交付金　300万円（200.0％）

●交通安全対策交付金　280万円（0.0％）

●地方交付税　1千円（0.0％）

●寄　付　金　1千円（0.0％）

合　計
90億5,980万円

3
月
議
会 

山
田
町
長
施
政
方
針
演
説

←
歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

川
越
町
の
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
特

集
で
は
、
山
田
町
長
施
政
方
針
演
説
（
抜
粋
）
と
あ
わ
せ
、
③
④
ペ
ー
ジ
で
平
成
１８

年
度
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
新
庁
舎
建
設
等
】　

　

新
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
、
最
重
要
事
業
で
あ
る

新
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年
２
月
の

完
成
を
目
標
に
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
お
い
て
は
、
業
務
系
統
の
「
機
能
性
」

を
確
保
し
、
「
安
全
性
」
を
担
保
し
た
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
い
、
ま
た
、
タ
ウ
ン
カ
ー
ド
を

用
い
、
住
民
票
等
の
発
行
を
行
な
え
る
自
動
交
付
機

を
設
置
し
、
土
日
・
祝
日
を
問
わ
ず
発
行
を
可
能
に

し
、
町
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
む
け
、
町
と
し
て

の
方
針
等
を
定
め
る
川
越
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
を
２
ヵ
年
を
か
け
て
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
富
洲
原
駅
関
係
】

　

富
洲
原
駅
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度

に
お
い
て
、
富
洲
原
駅
地
区
整
備
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
本
年
度
は
、
地
質
調
査
・
確
定
測
量
・
基
本

設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
消
防
救
急
業
務
・
防
災
】

　

消
防
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幹
線
道
路
及

び
高
速
道
路
が
発
達
し
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
救
急

業
務
の
需
要
が
増
え
て
い
る
こ
と
及
び
場
所
の
特
定

が
難
し
い
携
帯
電
話
で
の
通
報
が
多
い
こ
と
か
ら
、

四
日
市
市
及
び
桑
名
市
消
防
本
部
、
並
び
に
当
町
を

含
む
３
市
４
町
が
一
体
と
な
り
、
指
令
装
置
の
更
新

を
行
な
う
な
ど
、
消
防
救
急
業
務
体
制
の
更
な
る
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
防

災
行
政
無
線
及
び
防
災
無
線
基
地
局
等
の
更
新
を
図

る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
進
め
、
ま
た
ソ
フ
ト

面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
地
区
自
主
防
災

組
織
の
強
化
を
図
る
と
共
に
、
今
後
は
三
泗
地
区
と

い
う
枠
組
み
に
よ
り
三
重
県
及
び
防
災
関
係
機
関
と

連
携
を
行
い
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
防
災
行
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
福　

祉
】

　

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
速
な
少
子
化
の

進
行
を
踏
ま
え
子
育
て
へ
の
支
援
と
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立

へ
の
支
援
と
し
て
、
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実

と
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

児
童
館
の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
な
か
、
第
４
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
・

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
推
進
す
る
た

め
に
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
や

地
域
で
介
護
・
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ

う
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
と
、
予
防
重
視

型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
と
し
て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

体
系
の
確
立
・
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
充
実
を
目
指

す
た
め
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
公
民
館
の

活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
（
児
）
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
の

あ
る
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、
支
援
費
制

度
が
導
入
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
や
財
源
な
ど
が
問
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
自
立
支
援
法
で
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

町
に
一
元
化
し
障
害
が
あ
っ
て
も
一
般
就
労
で
き
る

よ
う
に
支
援
・
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
基
準
や
手
続
き
を
明
確
に
し
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

公
平
な
負
担
な
ど
障
害
の
あ
る
方
々
の
自
立
を
支
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の
進
展

及
び
就
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
医
療
保
険
制
度

が
め
ま
ぐ
る
し
く
改
変
さ
れ
て
お
り
、
診
療
報
酬
体

系
の
合
理
化
及
び
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
な
ど
に

取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
し
、
国
民
健

康
保
険
の
健
全
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
保　

健
】

　

保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
母
子
保
健
と
し
て
の
検
診
事
業
、
成

人
や
老
人
保
健
と
し
て
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
の
基
本
健
康
診
査
な
ど
、
各
種
検
診
・
相
談
・

教
室
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
の
虚
弱
な
人
が
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
地
域
支

援
事
業
に
よ
る
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

医
療
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
診
療
所
を
一
般
外

来
診
療
を
は
じ
め
と
し
て
往
診
、
訪
問
看
護
な
ど
地

域
医
療
の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
も
と
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
、
町
民
の
方
々

の
健
康
保
持
に
一
層
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
ご
み
処
理
・
環
境
】

　

ご
み
処
理
・
環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
き
わ

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ご
み
の
処
分
場
を
持
た
な
い
当
町
に
と
り
ま
し
て
は
、

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
図
る
た
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
徹
底
し
た
分
別
収

集
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
廃
棄
物
循
環
型
社
会
の

構
築
の
た
め
、
積
極
的
に
ご
み
処
理
・
収
集
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
費
用
対
効
果
に
よ
り
広
域
的
な
処
理
に
つ
い

て
も
、
関
係
諸
団
体
と
の
協
力
体
制
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

環
境
行
政
に
つ
い
て
は
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

引
き
続
き
、
住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
低
公
害

車
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

不
法
投
棄
対
策
と
し
て
、
モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
、
町
内
に
お
け
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

ま
た
、
地
区
の
組
織
・
団
体
な
ど
に
よ
る
清
掃
活
動

の
取
り
組
み
も
あ
り
、
今
後
も
地
域
ぐ
る
み
の
環
境

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
道
路
・
上
下
水
道
】

　

道
路
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
名
神
高
速
道

路
と
東
名
高
速
道
路
と
の
連
結
に
伴
う
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
進
展
に
伴
い
、
広
域
交
流
に
よ
り
産
業
、

文
化
、
経
済
活
動
が
益
々
活
発
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
当
町
で
は
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
た
め
引
き
続

き
、
道
路
網
の
整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
新
庁
舎
建

設
に
関
連
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
完
成
を
目
指
す
な

ど
、
都
市
基
盤
施
設
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ず
上
水
道

に
つ
い
て
、
水
道
料
金
の
改
定
等
に
よ
る
経
営
の
健

全
化
、
民
間
委
託
等
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
推
進

す
る
と
共
に
、
給
水
施
設
の
修
繕
等
に
よ
る
、
安
心

で
安
全
な
給
水
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
大
雨
に
よ
る
災
害

等
対
策
の
た
め
の
雨
水
幹
線
の
整
備
を
図
る
と
共
に
、

排
水
機
場
施
設
の
維
持
管
理
の
充
実
に
努
め
、
安
全

で
快
適
な
住
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
農
林
水
産
】

　

農
林
水
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
政
策
改
革
基
本

要
綱
に
基
づ
き
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
農
業
者
、
農

業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目

指
し
、
米
作
り
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
策
定
す
る
川

越
町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、

転
作
田
の
排
水
改
良
、
豊
田
万
法
池
樋
管
の
改
修
な

ど
生
産
性
の
向
上
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　

学
校
教
育
・
幼
稚
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー
関
係
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
代
の
町
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
は
、

教
育
の
中
で
も
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
近
年
の

学
校
教
育
を
取
巻
く
環
境
は
、
著
し
く
変
化
し
て
き

て
お
り
、
更
な
る
教
育
内
容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
子
ど
も
達
が
人
間

性
豊
か
で
、
逞
し
く
生
き
る
子
ど
も
に
育
む
べ
く
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
上
で
情
報
教
育
、
外

国
語
教
育
、
少
人
数
教
育
、
社
会
的
弱
者
へ
の
教
育

的
配
慮
、
就
学
前
教
育
、
指
導
主
事
の
配
置
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
一
層
学
校
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
学
校
内
外
に
お
け
る
安
全
安
心
の
た
め
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
対

策
を
一
層
推
進
す
る
ほ
か
、
施
設
の
安
全
性
確
保
の

た
め
の
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
環
境
向
上
の
た
め
中
学
校
普
通

校
舎
へ
の
空
調
設
備
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
わ
た
る
施
策
の
充
実
を
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
食
の
安
全
性
や
食
育
な

ど
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
老
朽
化
し
た
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
最
新
の
衛
生
管
理
に
基
づ
い
た
施

設
へ
と
移
転
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
涯
教
育
】

　

生
涯
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化
的
歴
史

が
浅
い
当
町
に
と
っ
て
「
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

は
町
民
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
多
様
な
ジ

ャ
ン
ル
の
自
主
公
演
事
業
を
展
開
し
、
多
く
の

町
民
の
方
々
の
ご
理
解
の
も
と
積
極
的
な
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
民
二

ー
ズ
に
沿
っ
た
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
が
文
化
を
享
受
で
き
る
機
会
を
引
き

続
き
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
広
域
利
用

の
促
進
を
図
り
な
が
ら
新
刊
図
書
の
蔵
書
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の

皆
様
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
振
興
の
た
め
、
町
体
育

協
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
と
連
携
し
て
楽
し
く

参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
検
討
し
な
が

ら
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
Ｆ
Ａ
Ｇ
ク
ラ
ブ
も
設
立
さ
れ
る

な
ど
、
町
民
自
身
の
意
思
や
意
欲
に
基
づ
く
活

動
に
対
し
、
適
切
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
施
策
の
概
要
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
様
の
二
ー
ズ
を
的
確
に
お
応

え
し
、
常
に
簡
素
で
健
全
な
行
政
運
営
を
心
が

け
、
安
全
で
安
心
な
、
生
き
生
き
と
し
た
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

施
策
方
針
と
致
し
ま
す
。

（
抜
粋
）
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